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1. 研究の背景 
世界的な新型コロナウィルス (COVID-19) パンデミックにおいて、社会的に脆弱な立場の人ほど、

既存のセーフティネットから疎外されたと言われている。この間、ドメスティック・バイオレンス（DV） 等の

被害者である移民・難民の女性は、どのようなスティグマを負ったのか。また、Faith Based Organization 
(FBO) は、彼女らにどのような力になれたのか。キリスト教系団体をケーススタディとして状況を分析し

た。 
2. 先行研究 
巣内 (2021) は、ベトナム人技能実習生の調査から、コロナは従来の技能実習生の問題を顕在化さ

せたにすぎないと分析する。伊東 (2022) は、非正規雇用中心の日系南米人の脆弱な経済基盤が、コ

ロナ禍により一層顕在化したことを通じ、日本人住民のアンコンシャス・バイアスが浮き彫りにされたこと

を指摘する。川本 (2021) は、以前から続けられてきた難民・移住者による活動はコロナ禍においても

やりがいと尊厳を保つことを見出している。 
国外においても DV が深刻化している(Duncan et al. 2020, Uzobo et al. 2021) も、FBO の果たす役割

は不明である。一方、Santibañez et al.（2022） は、米公衆衛生当局が FBO と効果的に連携し、多様な

コミュニティに不可欠な教育と緩和手段を提供できたことを示唆するが、移民や難民に注目しているわ

けではない。 
3. 研究課題 

日本の政府が移民や難民の受け入れに積極的とは言い難い中、その受け入れや社会統合におい

て民間団体の努力に負うところは大きい。また、FBO がどのような支援を行ってきたかも、徐々に明らか

になっている。しかし、日本では社会関係資本の薄い外国人女性がどのようなスティグマを負ったのか、

そのような社会的弱者に対し FBOは何ができ、何ができなかったのかを分析することは、今後の日本の

外国人受入政策を考える上で意義あることと考え、ケーススタディとしてシェルターを運営するキリス

ト教系FBOを採り上げ、資料ならびに役員への聴取調査に基づき分析を行った。Goffman (1963=1980) 
を基に、スティグマを「身体的、精神的、社会的あるいは複合的な要因により偏見をもたれた結果、人間

としての尊厳を貶められる負のイメージ」と定義し、2020 年と 2021 年の COVID-19 感染拡大期におい

て、 
① DV 等の被害者である移民や難民の女性は、どのようなスティグマを負ったのか 
② スティグマを負った移民や難民の女性に対し、FBO はどのような力となったのか 
について明らかにすることを目的とする。 
 4. 結果と考察 
シェルターを利用する背景は時代と共に移り変わっているが、感染拡大前の社会的スティグマに加え、

拡大期からは行政によるセーフティネットからも疎外された。社会的スティグマは、大きくは性的搾取に

よるものと DV 被害によるものである。シェルターに助けを求める女性は、感染拡大により、それまでは

多少は保たれていたサポートネットワークからも切り離され、孤立することとなった結果、特別定額給付

金やワクチン接種に見られるような枠組みからも疎外され、より複雑かつ克服が困難な状況に陥ったと

思われる。 
シェルター開設の目的である安全確保、人間関係回復、問題共有、健康回復、自立準備の場だけで

なく、時を提供し続けた。シェルター内で平穏な日常を提供することは、心身共に追い詰められた者に
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平安を与える。また、セーフティネットの情報すら得られない彼女らのためにスタッフが奔走することは、

経済や公衆衛生面で援助になるだけでなく、自分も社会の一員として認められているという自覚につな

がる。 
感染拡大期に支援を続けられたのは、役員、職員、ボランティアの強い使命感と、それを支える資金

である。この強い気持ちの捉え方は役員間で異なり、「使命感」と表す者も、「（信仰に基づく）シスターフ

ッド」と表現する者もいる。 

 
＊本報告は、公益財団法人平和中島財団 2021 年度研究助成金 『コロナ禍にみるアジア社会文化の

検証-スティグマ問題への取り組みをめぐる国際比較研究』 (研究代表者：阿部哲) の研究成果の一部

である。 
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